
�

の
個
性
を
よ
り
重
視
し
た
教
育
を
行
う
こ

と
の
で
き
る
中
高
一
貫
教
育
校
『
中
等
教

育
学
校
』
や
『
連
携
型
』
、
あ
る
い
は
総

合
学
科
の
さ
ら
な
る
導
入
に
よ
る
選
択
肢

の
多
い
学
校
の
設
置
な
ど
、
生
徒
の
個
性

を
生
か
し
、
生
徒
の
主
体
的
な
学
習
が
推

進
で
き
る
多
様
な
高
校
群
の
形
成
が
、
胆

振
第
１
学
区
に
は
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
市
は
、
道
内
で
は
ま
だ
設
置
さ

れ
て
い
な
い
中
等
教
育
学
校
を
北
海
道
の

モ
デ
ル
校
と
し
て
設
立
す
る
よ
う
誘
致
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
が
計
画
し
て
い
る
中
高
一
貫
教

育
校
『
中
等
教
育
学
校
』
の
設
置
は
、
そ

の
先
駆
的
な
役
割
か
ら
、
一
極
集
中
の
進

む
札
幌
圏
な
ど
大
都
市
圏
で
は
な
く
、
地

方
の
中
小
都
市
が
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
ま

登
別
市
は
『
中
等
教
育
学
校
』

設
立
の
適
地
で
す

す
。

　

ま
た
、
町
村
地
域
に
あ
っ
て
は
域
内
の

学
校
数
が
複
数
と
な
り
に
く
い
こ
と
か
ら

生
徒
の
学
校
選
択
肢
が
狭
く
、
本
来
の
中

等
教
育
学
校
と
し
て
の
設
置
の
効
果
が
期

待
で
き
ま
せ
ん
。

　

モ
デ
ル
校
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
登
別

市
は
海
や
山
、
川
な
ど
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
る
と
と
も
に
、
交
通
利
便
性
の
優
れ

た
道
央
圏
に
位
置
し
、
近
く
に
室
蘭
工
業

大
学
や
専
門
学
校
も
あ
る
こ
と
や
、
日
本

有
数
の
温
泉
観
光
地
登
別
温
泉
を
擁
し
、

観
光
施
設
の
開
設
を
機
に
デ
ン
マ
ー
ク
の

リ
ン
ゲ
、
ウ
ィ
ス
リ
ン
ゲ
両
市
と
活
発
な

市
民
交
流
が
継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、

個
性
豊
か
な
ま
ち
と
し
て
ほ
か
に
は
な
い

優
れ
た
教
育
資
源
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
中

高
一
貫
教
育
校
『
中
等
教
育
学
校
』
の
設

置
に
は
最
適
の
環
境
が
そ
ろ
っ
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

登
別
市
内
で
は
、
国
や
道
に
よ
る
高
校

教
育
改
革
と
期
を
同
じ
く
し
て
、
平
成
９

年
に
は
、
教
育
関
係
者
や
広
範
な
市
民
参

加
に
よ
る
『
新
し
い
公
立
高
等
学
校
の
あ

り
方
を
考
え
る
会
』
に
よ
り
、
「
生
徒
の

個
性
を
重
視
し
た
新
し
い
タ
イ
プ
の
高
等

学
校
を
」
な
ど
、
４
項
目
の
提
言
が
あ
っ

た
ほ
か
、
平
成　

年
に
は
『
教
育
改
革
の

11

推
進
に
関
す
る
研
修
会
』
『
平
成　

年
度

12

公
立
学
校
の
間
口
減
と
中
等
教
育
学
校
を

考
え
る
懇
談
会
』
の
開
催
、
さ
ら
に
『
中

高
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成　

年
に
は
、
『
登
別
の
教

12

育
を
考
え
る
市
民
会
議
』
が
『
中
等
教
育

学
校
』
の
早
期
設
置
を
要
望
す
る
な
ど
、

次
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
た
め
の
熱
心
な

議
論
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
全
庁
的
な
取
り
組
み
を
進
め

る
た
め
、
『
登
別
市
中
高
一
貫
校
導
入
推

進
会
議
』
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
重
点

要
望
事
項
と
し
て
、
市
議
会
と
と
も
に
、

北
海
道
知
事
や
北
海
道
教
育
委
員
会
教
育

長
へ
対
し
、
粘
り
強
く
要
望
活
動
を
重
ね

て
い
ま
す
。

　

市
は
、
中
高
一
貫
教
育
校
『
中
等
教
育

学
校
』
モ
デ
ル
校
の
誘
致
は
、
『
活
気
あ

ふ
れ
る
ま
ち
』
『
文
化
の
か
お
り
の
高
い

ま
ち
』
を
つ
く
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
と
も
必

要
な
も
の
で
あ
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に

よ
り
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
市
民
と

行
政
が
一
体
に
な
っ
た
形
で
登
別
へ
の
中

高
一
貫
教
育
校
『
中
等
教
育
学
校
』
設
置

を
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

高
一
貫
校
「
中
等

教
育
学
校
」
誘
致

期
成
会
』
が
結
成

さ
れ
、
『
中
等
教

育
学
校
』
誘
致
へ

の
機
運
が
大
き
く

『
中
等
教
育
学
校
』

誘
致
の
輪
を
広
げ
よ
う

中高一貫教育に関する
ご意見・お問い合わせは、

教育委員会総務課
　 �○８８ １１００
FAX○８８ ９７４４

　Ｅメール：kyoisoumu@city.
　noboribetsu.hokkaido.jp

▼

『中高一貫校「中等教
　育学校」誘致期成会』
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●平成９年４月
　『公立高等学校の新しい在り方を考える会』
（会員４２名）発足。「学校としての基本理念を
明確に」「生徒の個性を重視した新しいタイプ
の高等学校を」「ゆとりある教育の実現を目指
した、登別高校の改築を」など、４項目につい
てとりまとめ、市へ提言。

●平成１０年７月
　市が『公立高等学校の新しい在り方を考える
会』からの提言を基に『登別市における公立高
等学校の新しい在り方』を策定し、北海道教育
委員会へ要請。

●平成１１年５月
　『教育改革の推進に関する研修会』 開催
（ＰＴＡ役員ほか８３人参加）
　演題『日本の中高一貫教育について』

●平成１１年７月
　登別市の全庁的取り組みとして中高一貫校の
推進を図る庁内組織『登別市中高一貫校推進会
議』発足。

●平成１１年１２月
　市議会が、市が要望している中高一貫校
『中等教育学校』を積極的に誘致することを要
旨とした『中高一貫校「中等教育学校」誘致に
関する決議』を議決。

●平成１１年９月
　『平成１２年度公立高校の間口減と中等教育学
校を考える懇談会』開催（市内小・中学校教諭
など１０２人参加）
・平成１２年度公立高校の間口減への意見交換
・中等教育学校の特色についての意見交換

●平成１１年１１月
　中高一貫校「中等教育学校」の早期誘致を目
指す『中高一貫校「中等教育学校」誘致期成
会』（１４団体により構成）発足

●平成１２年６月
　『登別の教育を考える市民会議』（自然体験部
会２７人・中等教育学校部会２８人）発足。中等教育
学校部会より、登別市の中等教育振興のために
は中等教育学校の設置が必要との提言。


